
令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）、

本
校
は
、
今
年
度
印
旛
地
区
の
筆
頭
理

事
校
と
し
て
、
四
街
道
市
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
地
区
研
究

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
印
旛
地
区
内

高
校
十
五
校
か
ら
百
二
十
名
が
参
加

し
、
と
て
も
有
意
義
な
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十
三
時
二
十
分
～
開
会
行
事

十
三
時
四
十
分
～
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告

（
富
里
・
千
葉
敬
愛
・
佐
倉
・
佐
倉
東
・

佐
倉
西
）

十
四
時
五
十
分
～
講
演

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ー
ス
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
友
懇
塾
」
理
事

長

井
内
清
滿
氏

演
題
「
か
か
わ
り
か
ら
見
え
て
く
る

子
ど
も
の
未
来
～
大
人
と
し
て
…
…
親

と
し
て
～
」

十
六
時
三
十
分

閉
会

第
一
部
で
は
地

区
内
五
校
に
よ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
学
校
も
地
域

に
根
付
い
た
よ
い

発
表
で
し
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
学

校
と
保
護
者
が
緊
密
に
連
携
し
て
い
る

学
校
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
根
幹
に
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
学
校
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
画
し
て
い
る
学
校
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
歴
史
や
文
化
の
伝
統
を
継
承
し
て
い

る
学
校
、
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
が
盛
ん
な
学
校
等
、
様
々

な
特
色
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
学
校
に
も
共
通
す
る
の
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

様
子
が
伺
え
た
こ

と
で
す
。
本
校
に

と
っ
て
も
大
変
参

考
に
な
る
内
容
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
各
高
校
か

ら
持
ち
寄
っ
た
広

報
誌
に
も
興
味
深

い
記
事
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は

井
内
清
滿
先

生
に
よ
る
講

演
会
で
す
。

「
か
か
わ
り

か
ら
見
え
て

く
る
子
ど
も

の
未
来
」
と

題
し
、
約
九

十
分
に
及
ぶ
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
井
内
先
生
は
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
海
外
を
歴
訪
、
帰
国
後
は
旅
行
会

社
設
立
を
経
て
、
平
成
元
年
か
ら
少
年

問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
八

年
に
自
宅
敷
地
内
に
「
子
ど
も
の
居
場

所
」
を
建
築
。
平
成
十
五
年
に
少
年
非

行
対
策
問
題
を
主
体
と
し
て
活
動
す
る

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ー
ス
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
「
友
懇
塾
」
を
設
立
さ

れ
、
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
活
動

を
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
と
協
働
し
、
審

判
前
の
「
教
育
的
措
置
」
の
一
環
と
し

て
平
成
十
六
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
を

中
心
と
し
た
清
掃
活
動
や
里
山
活
動
を

実
施
さ
れ
、
少
年
の
立
ち
直
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
法
務

省
の
立
ち
直
り
支
援
法
制
化
委
員
と
し

て
、
出
所
前
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
家
庭
の
問
題
や
社
会
保

障
の
問
題
、
さ
ら
に
は
就
労
問
題
か
ら

見
え
る
少
年
像
に
大
人
の
か
か
わ
り
方

を
見
直
す
視
点
を
、
事
例
を
交
え
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
話
の
中
で
一
貫
し
て
い
た

の
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
ス

ム
ー
ズ
な
つ
な
が
り
の
必
要
性
で
し

た
。
井
内
先
生
の
熱
意
の
こ
も
っ
た
講

演
か
ら
、
会
場
に
い
た
誰
も
が
新
し
い

気
づ
き
を
得
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(1) 第88号 令和⚕年⚔月⚓日

千葉県高等学校ＰＴＡ連合会
ち
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〒263-0011 千葉県千葉市稲毛区天台町⚒⚘⚕
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ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り 第88号 (2)令和⚕年⚔月⚓日

平
成
二
十
四
年
度
「
第
58
回
関
東
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
千
葉
大
会
」
か
ら
十
二
年
、
平
成
二

十
八
年
度
「
第
66
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
千
葉
大
会
」
か
ら
七
年
が
経
ち
、
元
号
も
平
成

か
ら
令
和
に
変
わ
っ
た
令
和
六
年
七
月
に
千
葉
県

で
は
八
回
目
と
な
る
「
第
70
回
関
東
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
千
葉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

令
和
五
年
度
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
開

催
に
向
け
て
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

【過
去
の
千
葉
大
会
】

十
一
月
に
は
、「
第
60
回
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
集
会
」
六
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

昭
和
四
十
年
十
月
二
十
九
日
に
千
葉
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
五

十
六
年
六
月
十
一
日
に
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
に
変
更
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

【過
去
の
記
念
式
典
】

関
東
地
区
大
会
と
六
十
周
年
記
念
式
典
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大
会
概
要
欄
に
て
随
時
更
新
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

安
房
高
校
で
は
、
年
二
回
の
校

外
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
季
交
通
安
全
指
導
と
冬
季
巡
回

指
導
に
な
り
ま
す
。

毎
年
夏
休
み
明
け
の
授
業
が
再

開
す
る
八
月
二
十
九
日
～
九
月
三

日
ま
で
の
一
週
間
の
う
ち
、
地
区

ご
と
に
一
日
を
選
び
、
生
徒
た
ち

の
通
学
指
導
（
交
通
安
全
指
導
）

を
行
う
の
が
夏
季
交
通
安
全
指
導

で
す
。

安
房
高
校
で
は
、
通
学
区
域
の

各
中
学
校
学
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
数
名
（
館
山
市
は

各
小
学
校
学
区
ご
と
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
が
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
季
交
通
安
全
指
導
は
、
各
地
区
（
全
十
八
地

区
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
を
中
心
に
行
わ
れ
、
今

年
度
は
十
八
地
区
中
十
六
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。朝

の
通
学
時
間
帯
に
あ
わ
せ
て
駅
前
や
主
要
交

差
点
等
に
実
際
に
立
っ
て
、
安
房
高
生
の
朝
の
通

学
の
様
子
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
生
徒
が
多

か
っ
た
」「
一
時
停
止
を
守
る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
た
ち
が
自
転
車
の
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
い

た
」「
電
車
の
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
駅
に
来
る

生
徒
が
多
か
っ
た
」
と
い
っ
た
報
告
が
寄
せ
ら
れ

た
反
面
、「
交
差
点
で
の
目
視
確
認
の
み
で
一
時

停
止
を
し
な
い
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
た
」
な
ど
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

校
外
巡
回
指
導
の
期
間
に
限
ら
ず
、
日
頃
か
ら

声
か
け
を
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
指
導
や
生
活
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
に
お
け
る
列
車
内
指
導

は
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
三
日
の

午
前
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

終
業
式
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
午
前
中
に
放
課
に
な
り
、

早
め
の
下
校
と
な
り
ま
し
た
。
本

校
の
最
寄
り
駅
は
、
新
京
成
線
と

東
葉
高
速
線
の
北
習
志
野
駅
で

す
。
電
車
を
利
用
す
る
生
徒
さ
ん

は
、
学
校
（
古
和
釜
高
校
前
バ
ス

停
）
か
ら
新
京
成
バ
ス
に
乗
り
、

北
習
志
野
駅
ま
で
行
き
ま
す
。
所

要
時
間
は
、
二
十
分
く
ら
い
で
す
。
多
く
の
生
徒

さ
ん
が
新
津
田
沼
方
面
へ
向
か
う
と
い
う
こ
と

で
、
列
車
内
指
導
は
新
京
成
線
の
北
習
志
野
駅
か

ら
新
津
田
沼
駅
ま
で
の
区
間
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
さ
ん
が
駅
へ
や
っ
て
く
る
と
一
緒
に
乗
車
し

て
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
保
護
者
の

人
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
乗
車
場
所
を
分
散
さ
せ

て
、
先
頭
車
両
か
ら
中
央
、
後
方
と
ペ
ア
で
配
置

し
て
、
そ
の
他
巡
回
す
る
ペ
ア
も
分
担
し
ま
す
。

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
や
会
話

を
控
え
る
な
ど
の
乗
車
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
常
的
に
は
不
謹
慎
な
大
人
の
行
動
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
生
徒

さ
ん
は
、
乗
車
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い

ま
し
た
。
他
校
の
生
徒
さ
ん
も
乗
車
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
話
な
ど
は
し
な
い
で
静
か
に
座
っ
て
い

ま
し
た
。
思
い
の
ほ
か
高
校
生
の
ほ
う
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
う
ち
の
娘
も
ち
ゃ
ん
と
マ
ナ
ー
が
守
れ
て
い

る
の
か
な
、
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
日

ご
ろ
の
学
校
で
の
先
生
方
の
指
導
の
た
ま
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

校外巡回
指導報告

安 房 地 区
千葉県立安房高等学校ＰＴＡ会長

戸 倉 隆 行
列車内一斉列車内一斉
指導報告指導報告
列車内一斉
指導報告

船 橋 地 区
千葉県立船橋古和釜高等学校保護者会
会 長 鎌 滝 淳

第
17
回
大
会

昭
和
46
年
⚗
月

鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

第
24
回
大
会

昭
和
53
年
⚗
月

千
葉
県
文
化
会
館
他

第
31
回
大
会

昭
和
60
年
⚖
月

総
合
運
動
場
体
育
館
他

第
38
回
大
会

平
成
⚔
年
⚗
月

鴨
川
市
文
化
体
育
館
他

第
45
回
大
会

平
成
11
年
⚗
月

鴨
川
市
文
化
体
育
館
他

第
52
回
大
会

平
成
18
年
⚗
月

千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
他

第
58
回
大
会

平
成
24
年
⚗
月

千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
他

50周年記念式典の様子

令
和
６
年
度
は
高
Ｐ
連
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
！

第58回千葉大会の様子

10
周
年

不
明

不
明

20
周
年
昭
和
60
年
⚗
月
13
日
千
葉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
会
館

30
周
年
平
成
⚗
年
⚓
月
14
日
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

40
周
年
平
成
16
年
11
月
17
日
千
葉
県
教
育
会
館

50
周
年
平
成
26
年
11
月
12
日
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
千
葉

ロゴマークについて
平成４年５月７日決定

⚑．千葉県県花「なの花」を中心
にデザイン

⚒．ＰとＴのコミニケーションに
より子どもの幸を念願する。

⚓．円形は円滑な運営、融和と平
和を表現する。

デザイン イデア工房山田氏



ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(3) 第88号 令和⚕年⚔月⚓日

私
た
ち
小
見
川
高
校
カ
ヌ
ー
部
は
、
部

員
数
五
人
と
と
て
も
少
な
い
で
す
が
、
全

国
大
会
出
場
常
連
校
で
あ
り
、
世
界
大
会

に
も
出
場
す
る
な
ど
少
数
精
鋭
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
大
会
が
延
期
・
中
止
に
な
り
練
習

し
て
き
た
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ー
チ
た
ち
か
ら
言
わ

れ
続
け
て
き
た
「
練
習
で
出
来
な
い
こ
と

を
本
番
で
出
来
る
わ
け
な
い
。
だ
か
ら
練

習
中
に
何
度
も
挑
戦
し
て
失
敗
し
て
上
に

上
が
っ
て
い
く
」。
こ
の
言
葉
を
常
に
考

え
、
仲
間
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な

が
ら
日
々
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
無
事
に
大
会
が
開
催
さ
れ
、
三

月
に
開
催
さ
れ
た
海
外
派
遣
選
考
会
で

は
、
女
子
二
名
が
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

大
会
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

初
め
て
競
い
合
っ
た
海
外
選
手
と
の
レ
ー

ス
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
、
一
生
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
八
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
、
決
勝
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
か
ら

十
月
の
国
体
に
向
け
て
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
そ
し
て
十
月

の
国
体
は
、
ペ
ア
で
出
場
を
し
た
⚕
⚐
⚐

ｍ
で
第
二
位
と
過
去
最
高
の
成
績
を
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
優
勝
に
届
か
ず
悔

し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
は
、
夏
は
炎
天
下
、
冬
は
艇
や

帽
子
に
氷
が
張
る
ぐ
ら
い
の
過
酷
な
環
境

下
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え
る
と
心

身
と
も
に
と
て
も
強
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
小
見
川
高
校
カ
ヌ
ー
部
に
は
、
練
習

に
対
す
る
雰
囲
気
や
け
じ
め
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
等
、
強
く
な
る
た
め
に
必
要
な

要
素
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
忙
し
い
中

で
も
私
た
ち
の
練
習
を
指
導
し
て
く
だ
さ

る
先
生
、
コ
ー
チ
た
ち
と
家
族
、
そ
し
て

応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
部
員

数
は
少
な
い
で
す

が
、
声
を
出
し
て
盛

り
上
げ
、
来
年
度
も

全
国
優
勝
を
目
標
に

頑
張
り
ま
す
。

努
力
の
先
の
光

千
葉
県
立
小
見
川
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部

髙

岡

明

音

今を

く高校生の声

鼓
組
に
捧
げ
た
夏

千
葉
県
立
八
千
代
高
等
学
校

川

又

華

乃

高文連紹介

高体連紹介

｢や
る
な
ら

ツ
ッ
パ
れ
」。

こ
の
言
葉
を
講

師
の
方
か
ら
い

た
だ
い
た
六
月

末
、
私
は
こ
の

言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
、
全
国
大

会
へ
の
覚
悟
が

つ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の

言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
、
高
校
二

年
生
の
夏
を
全
て
「
獅
子
～
勝
田
の
獅
子

舞
」
に
捧
げ
て
良
か
っ
た
と
心
の
底
か
ら

思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
夏
で
得
ら
れ
た
こ

と
は
数
え
切
れ
な
い
程
あ
り
ま
す
が
、
感

謝
の
気
持
ち
、
熱
量
、
諦
め
な
い
、
こ
の

三
つ
の
大
切
さ
を
特
に
実
感
し
ま
し
た
。

｢感
謝
」。
こ
れ
は
部
活
動
で
な
く
て
も
、

ど
ん
な
場
面
で
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も「
あ
り
が
と
う
」

が
伝
え
ら
れ
る
と
、
場
の
雰
囲
気
が
一
気

に
変
わ
っ
た
り
、
笑
顔
が
増
え
た
り
し
ま

す
。
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
と
言
う
よ

う
に
、
ど
ん
な
時
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
る
人
で
い
た
い
、
そ
の
よ
う
な

部
活
動
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

｢熱
量
」。
こ
れ
は
放
課
後
や
夏
休
み
の

練
習
で
そ
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
が
同
じ
く
ら
い
の
熱
量
を

持
っ
た
状
態
で
練
習
す
る
の
は
難
し
く
、

数
人
が
や
る

気
が
失
せ
て

き
て
し
ま
う

と
演
奏
面
に

出
て
し
ま

い
、
私
た
ち

に
と
っ
て

「
熱
量
の
維

持
」
が
精
神

的
な
面
で
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
壁
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
短
時
間
で
集
中
的
に

練
習
を
す
る
、
全
体
で
長
く
や
る
の
で
は

な
く
パ
ー
ト
に
分
か
れ
る
と
い
う
よ
う
に

練
習
の
仕
方
を
一
つ
一
つ
工
夫
し
少
し
ず

つ
乗
り
越
え
、
全
体
の
熱
量
が
そ
ろ
っ
た

演
奏
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
「
諦
め
な
い
」
こ
と
の
大
切
さ

は
、
新
し
い
構
成
と
い
う
歴
代
の
先
輩
の

や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
最
後
ま
で

ツ
ッ
パ
っ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
し
た
や
り
た
い
こ

と
を
ツ
ッ
パ
る
と
い
う
の
は
、
他
の
人
か

ら
見
れ
ば
正
解
で

は
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、

大
き
な
舞
台
で
拍

手
を
い
た
だ
い
た

時
、
私
は
こ
の
選

択
を
し
て
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し

た
。
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第
十
六
回

高
校
生
理
科

研
究
発
表
会

が
千
葉
県
教

育
委
員
会
共

催
、
千
葉
県

高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合

会
、
千
葉
県

高
等
学
校
長

協
会
等
々
の
後
援
・
協
賛
の
下
、
九
月

二
十
四
日
に
三
年
ぶ
り
に
対
面
方
式
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
、
県
外
各
地
か
ら
多
く
の
高
校

生
や
審
査
員
の
先
生
方
に
千
葉
大
学
西

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
も

通
常
の
体
育
館
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
で
は
な
く
、
工

学
部
各
教
室
に
物

理
・
化
学
・
生
物
・

地
学
・
数
学
・
情

報
の
各
分
野
に
分

か
れ
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
形
式

で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
知

識
・
技
能
の
技
を
競
う
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
チ
ャ
ッ
ト
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

質
疑
応
答
も
併
用
し
ま
し
た
。
体
育
館

で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
違
っ

た
研
究
発
表
で
新
た
な
発
見
が
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
六
十
校
、
二
七

九
件
、六
一
三
名
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

ま
し
た
。

様
々
な
困
難
の
中
で
も
、
熱
意
を

も
っ
て
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

高
校
生
の
努
力
の
成
果
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
方
の
情
熱
に
審
査
員
・
実
行
委
員

も
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

は
、
英
語
の
発
表
に
よ
る
最
優
秀
賞
に

対
し
「
会
長
賞
」
の
贈
呈
を
い
た
だ
い

き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
東
京
都
の
武
蔵
高
等
学

校
中
学
校
の
生
徒
が
「
数
学
・
情
報
」

分
野
で
発
表
タ
イ
ト
ル
「
顔
認
識
Ａ
Ⅰ

は
、
私
の
感
情
を
正
確
に
識
別
で
き
る

の
か
？
」
で
受
賞
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
収
束
し
通
常
開

催
が
可
能
と
な
っ
た
際
に
は
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
も
会
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
高
校
生
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

姿
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
一
月
二
十
六
日
に
成
田
国

際
高
校
に
て
、
国
際
教
育
研
究
部
会
主

催
の
第
二
十
六
回
日
本
語
・
英
語
弁
論

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
令
和

元
年
度
大
会
以
降
会
場
で
の
開
催
は
中

止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
三

年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
県
内
十
三
校
よ
り
二

十
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

第
一
部
門

英
語
に
よ
る
弁
論

一
位

大
畑

心
晴
（
千
葉
英
和
高
校
）

｢Y
ou
A
re
Y
ou」

二
位

王

晶
（
翔
凜
高
校
）

｢Building
A

Bridge
to

T
rue
U
nderstanding」

三
位

齊
藤

琴
音
（
長
生
高
校
）

｢M
an
-
m
ade
M
iracle」

第
二
部
門

留
学
生
に
よ
る
弁
論

一
位

閔

越
童
（
翔
凛
高
校
）

｢私
が
感
じ
た
日
本
語
の
心
」

二
位

寺
内

ア
ン
ヘ
ル

サ
ク
ヤ

（
幕
張
総
合
高
校
）

｢本
当
の
豊
か
さ
と
は
」

三
位

施

静
蕊
（
市
立
柏
高
校
）

｢努
力
す
る
、
信
じ
る
」

第
三
部
門

日
本
語
に
よ
る
弁
論

一
位

坂
口

心
優
（
専
修
大
学
松
戸
高
校
）

｢難
民
を
難
題
に
し
な
い
世
界
へ
」

二
位

菊
地

恋
羽
（
翔
凜
高
校
）

｢サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
伝
え
た
い
思
い
」

三
位

生
井
澤
龍
青
（
敬
愛
学
園
高
校
）

｢民
主
主
義
の
成
れ
の
果
て
は
銃
声
」

な
お
、
こ
の
大
会
の
各
部
門
は
、
関

東
甲
信
越
静
地
区
大
会
を
経
て
全
国
大

会
へ
と
通
じ
る
も
の
で
（
た
だ
し
、
第

三
部
門
の
み
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
関
東
甲
信
越
静
地
区
大

会
ま
で
）、
例
年
各
部
門
の
表
彰
者
の

う
ち
，
全
国
大
会
出
場
資
格
を
満
た
す

者
を
千
葉
県
代
表
と
し
て
関
東
甲
信
越

静
地
区
大
会
に
推
薦
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
弁
論
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
五
名
の
、
関
東
甲
信
越
静
地
区
大

会
で
の
成
績
に
つ
い
て
も
、
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

英
語
発
表
部
門

第
三
位

村
松

梨
奈（
敬
愛
学
園
高
校
）

日
本
語
発
表
部
門

最
優
秀
賞
カ
ス
バ
デ
ィ
リ
オ
コ
ロ
ウ
ィ
エ
リ
ン

（
市
立
柏
高
校
）

優
秀
賞

鄭

綵
姸
(翔
凜
高
校
)

国
際
理
解
研
究
発
表
会

最
優
秀
賞

朴

志
婉
（
東
葛
飾
高
校
）

優
秀
賞

鈴
木

華
祈
（
東
金
高
校
）

こ
の
う
ち
、
英
語
発
表
部
門
と
日
本

語
発
表
部
門
あ
わ
せ
て
三
名
の
入
賞
者

が
、
八
月
に
対
面
＋
ZO
O
M
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
た
第
五
十
九
回

全
国
国
際
教
育
研
究
大
会
関
東
合
同
大

会
へ
関
東
甲
信
越
静
地
区
代
表
と
し
て

出
場
し
、
エ
リ
ン
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

相
当
す
る
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
、

鄭
さ
ん
が「
国
際
交
流
基
金
理
事
長
賞
」

を
、
村
松
さ
ん
が
「
全
国
国
際
教
育
研

究
協
議
会
長
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、

大
変
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
留
学
生
に
よ
る
日
本
語
発

表
部
門
に
お
い
て
は
、
五
大
会
連
続
の

全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
弁
論
大
会
参
加
生
徒
へ
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
援
事
業
報
告
②

第
26
回

英
語
・
日
本
語
弁
論
大
会

後
援
事
業
報
告
①

第
16
回

高
校
生
理
科
研
究
発
表
会

～
三
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
～

千
葉
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授

足

立

欣

一

応募件数等の推移
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千
葉
県
立
国

分
高
校
で
は
、

二
〇
二
二
年
四

月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

『
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
』
を
生
徒
達
が
立

ち
上
げ
、
戦
火
に
苦
し
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
や
ロ
シ
ア
を
含
め
反
戦
を
訴
え
る

人
々
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
五
月
に
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
道
支

援
、
住
宅
再
建
な
ど
を
目
的
と
し
た
募
金

活
動
を
校
内
で
行
い
ま
し
た
。『
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
』
の
メ
ン
バ
ー
で
募
金
を
呼

び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ユ
ネ
ス
コ

委
員
会
と
協
力
し
て
募
金
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
二
日
間
で
約
二
万
円
も
の
お
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
寄
付
金
は
全
て
市
川
市

国
際
交
流
協
会
を
通
じ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大

使
館
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

『Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
』
は
、
そ
の
後
も

定
期
的
に
集
ま
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
に

つ
い
て
情
報
交
換
す
る
な
ど
、
活
動
を
継

続
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
『
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
歴
史
』、『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
世
界

遺
産
』、『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
食
文
化
』、『
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
「
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
」』『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
写
真
館
』
と
い
う

掲
示
物
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化

祭
で
の
募
金
活
動
や
ペ
ン
ラ
イ
ト
販
売

（
売
上
金
を
募
金
）
な
ど
を
企
画
し
準
備

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
メ
ン
バ
ー
で
共
有

し
、
学
校
全
体
に
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
、
募
金
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
配
り

し
た
り
、
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
グ
ッ
ズ

と
し
て
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
販
売
し
た
り
し

て
、
約
六
万
円
の
お
金
を
集
め
ま
し
た
。

募
金
先
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
で
議
論
を

重
ね
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
な
ど
複
数
の
候
補
か
ら
『
公
益
社
団
法

人
SavetheChildren』を
選
び
ま
し
た
。

「（
寄
付
金
が
）
本
当
に
困
っ
て
い
る
子
供

達
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
か
」「
戦
争
継

続
（
武
器
の
購
入
な
ど
）
の
た
め
に
使
わ

れ
な
い
か
」「
反
戦
に
役
立
て
ら
れ
る
か
」

な
ど
の
観
点
か
ら『
SavetheChildren』

が
募
金
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ま

し
た
。『
Save
the
Children』
の
職
員

の
方
と
連
絡
を
と
り
、
寄
付
金
は
（
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
含
め
戦
火
に
苦
し
む
国
々
で
）

食
料
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
や
文
房
具
、
子

供
達
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
プ

レ
イ
ル
ー
ム
運
営
の
為
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。『
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ｉ
』
は
今
後
も
活
動
を
継
続
し
ま
す
。
私

た
ち
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協
力
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

特色ある

生徒の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

『
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
』
に
つ
い
て

千
葉
県
立
国
分
高
等
学
校

顧
問

濱

田

文

生徒が作製した
ステッカー

高
校
生
の
立
場
で
「
反
戦
」
を
訴
え

た
い
。

も
っ
と
も
弱
い
立
場
に
い
る
人
々
に

支
援
を
届
け
た
い
。

募金を呼び掛けるポスター

生徒たちが作った掲示と募金場

文化祭の様子
募金のブースには沢山の人
が来てくれました。

文化祭の様子
販売したペンライトで文化
祭を盛り上げました。
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●

県
高
Ｐ
連
総
会

⚖
月
⚗
日
（
水
）

千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

●

関
東
地
区
高
Ｐ
連
総
会

⚖
月
16
日
（
金
）

栃
木
県

●

全
国
高
Ｐ
連
大
会
定
時
総
会

⚖
月
24
日
（
土
）

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
秋
葉
原
他

●

第
69
回
関
東
地
区
高
Ｐ
連
大
会
栃
木
大
会

⚗
月
⚗
日
（
金
）
～
⚘
日
（
土
）

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

●

第
72
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
宮
城
大
会

⚘
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

●

全
国
高
Ｐ
連
会
長
事
務
局
長
連
絡
会

⚙
月
30
日
（
土
）

新
大
阪
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ル
他

●

関
東
地
区
高
Ｐ
連
第
一
回
役
員
会
委
員
会

10
月
12
日
（
木
）
千
葉
県

●

第
58
回
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

11
月
15
日
（
水
）

千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

●

全
国
高
Ｐ
連
会
長
事
務
局
長
研
修
会

⚒
月
⚓
日
（
土
）

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

●

関
東
地
区
高
Ｐ
連
第
二
回
役
員
会
委
員
会

⚒
月
⚙
日
（
金
）

千
葉
県

�
�
�

�

令
和
五
年
度

�
�
�

�
�

主
な
行
事
予
定

本
校
で
は
毎
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解

を
深
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、「
服
の
チ
カ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
◎
関
連
す
る
分
野
：「
持

続
可
能
な
生
産
と
消
費
」、「
貧
困
」、「
環

境
」、「
国
際
理
解
」）
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

本
校
は
毎
年
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
Ｇ
Ｕ
の

企
業
で
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
と
協
力
し
て
、
古
服
の
回
収
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
一
年
生

の
全
生
徒
を
対
象
に
、
総
合
的
な
探
求

の
時
間
を
使
っ
て
ユ
ニ
ク
ロ
の
社
員
の

方
々
に
よ
る
講
演
会
を
行
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、「
難
民
」
と
は
ど
ん

な
人
た
ち
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収

し
た
古
服
の
行
方
を
動
画
で
観
て
感
じ

た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
し
ま
し
た
。
二

年
生
と
三
年
生
は
、
昨
年
ま
で
に
授
業

を
す
で
に
受
け
て
い
ま
す
。

講
演
を
終
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
全
校
で
一
三
二

名
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

を
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
す
る

生
徒
も
昨
年
度
ま
で
よ
り
も
か
な
り
多

か
っ
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

内
容
を
分
け
て
分
担
し
ま
し
た
。

①
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
…
数
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
古
服
の
回
収
を
呼
び
掛
け
る

ポ
ス
タ
ー
を
何
枚
か
作
成
し
て
も
ら

い
、
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
校
内
に

掲
示
を
し
た
り
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
施
設
に
掲
示
を
し
た
り
、
ネ
ッ
ト

上
で
の
呼
び
か
け
に
画
像
と
し
て
使

用
し
て
頂
い
た
り
し
ま
し
た
。

②
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
…
古
服
の
回
収

は
校
内
だ
け
で
な
く
校
外
で
も
行
い
、

複
数
の
施
設
に
回
収
の
ご
協
力
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
数
名
の
生
徒
と
と

も
に
施
設
へ
伺
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
順
の
説
明
と
、
古
服
を
回
収
す

る
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

③
校
内
で
放
送
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

告
知
…
校
内
で
の
古
服
の
回
収
は
、

お
昼
の
時
間
の
放
送
に
て
告
知
を
し

ま
し
た
。

④
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
回
収
…
設
置
を
し
た

施
設
へ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
回
収
に
伺
い
ま
し

た
。

⑤
発
送
作
業
…
校
内
や
校
外
で
回
収
し

た
古
服
を
発
送
す
る
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
発
送
で
き
る
服
と
で
き
な
い

服
を
分
け
、
サ
イ
ズ
や
服
の
種
類
ご

と
に
分
類
し
、
畳
ん
で
段
ボ
ー
ル
に

詰
め
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
は
一
度

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
へ
送

り
、
そ
の
後
世
界
中
の
難
民
の
子
ど

も
た
ち
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

本
年
後
は
昨
年
以
上
に
多
く
の
生
徒

が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

興
味
や
関
心
も
広
ま
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
ま
た
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
か

ら
は
、「
自
分
も
普
段
か
ら
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」、「
普
段
関
わ
る
こ
と
の
で

き
な
い
人
た
ち
（
地
域
の
人
た
ち
や
他

学
年
の
先
輩
や
後
輩
）
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
が
で
て
き
た
の
で
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

う
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

古
服
を
詰
め
た
段
ボ
ー
ル
は
最
終
的

に
二
十
五
箱
分
集
ま
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト

リ
テ
イ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
世
界
中
の
難

民
の
子
ど
も
た
ち
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
に
ご
協
力
頂
い
た
施
設
や
学
校

の
方
々
、
寄
付
に
ご
協
力
頂
い
た
地
域

の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て

く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
本
年
度
ご
協
力
頂
い
た
施
設
や

学
校
～
（
五
十
音
順
）

鎌
ケ
谷
市
北
部
公
民
館
、
鎌
ケ
谷
市

役
所
、
鎌
ケ
谷
市
立
西
部
小
学
校
、
鎌

ケ
谷
市
立
第
三
中
学
校
、
松
戸
市
立
六

実
第
二
小
学
校

『服
の
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、

例
年
行
っ
て
い
る
本
校
の
柱
と
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
た
め
、
継
続

し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
度
に
引
き
続
き
感
染
症
対
策

を
考
慮
し
つ
つ
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

各
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

わが校

自慢
「
服
の
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

千
葉
県
立
鎌
ヶ
谷
西
高
等
学
校

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局

【お
こ
と
わ
り
】

本
誌
の
記
述
に
つ
い
て
は
全
て
原
文

の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【お
詫
び
】

こ
の
度
、「
ち
ば
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」（
第

88
号
）
の
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


